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そ

め、各事業者や市民が

の

参加する平塚市交通バ

他

リアフリー特定事業等

　

推進協
議会を開催し、

】

事業の進行管理及び調

【

整を行いました。

Ａ：

協

成果があがった

働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

交通

種

バリアフリー促進事業

類

まちづくり政策部　ま

ハ

ちづくり政策課

00－ ーxxxxxx－xx0 ド000 ○ ●

05 基本目

ソ

標５　　安全で、みん

フ

なが快適に暮らせるま

ト

ち
総合計画の

02 ②〈

根

まちの顔〉　活気ある

拠

魅力的な中心市街地を

法

つくる
位置付け

02 2

令

 人々が憩えるゆとり

等

とうるおいのある都市

対

空間を創造する

交通バ

象

リアフリー法

市民   ・           受  ～ 平成２２年度

□

益

□ □ □

公共交通機関を

者

利用した移動の利便性

事

・安全性が向上し、誰

業

も 電車やバスなどを利

期

用した移動の利便性や

間

安全性の向上を図る
が

委

自立した日常生活を送

託

っています。 ため、交

、

通バリアフリー基本構

協

想に基づき整備を行う

働

公共交通
事業者、道路

【

管理者、公安委員会な

委

どへ促進を働きかけま

託

す。

平塚市交通バリア

：

フリー特定事業推進協

3

議会開催回数 回

－

1 1

セ

1 1 － －

1 1

特定事業

ク

達成度 ％

平成22年度

・

を100％とした達成

財

率。各事業者が計画す

団

る特定事業の達成率を

企

評価。

25 50 75 1

業

00 － －

 25 50

①

Ｎ

：予定どおり

平塚駅周

Ｐ

辺のバリアフリー化事

Ｏ

業の早期実現を図るた
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位

0

0 0 0 0 0 0 0

－ －

施

－

0.00 0.35 0

策

.35 0.25 0.1

へ

5 0.00 0.00

0

の

.00 0.00 0.0

貢

0 0.00 0.00 0

献

.00 0.00

0 2,

高

937 2,937 2,

市

089 1,254 0 0

民

0 2,937 2,93

満

7 2,089 1,25

足

4 0 0

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

度

継続的なバリアフリー

を

化の推進に向け、引き

高

続き、交通バリアフリ

め

ー特定事業等推進協議

る

会を開催し、進行管理

方

及び調整を行い
ます。

策

交通事業者、道路管理

業

者及び公安委員会がそ

有

れぞれの実施計画に基

効

づき、事業が推進でき

性

るよう協議、調整しま

継

す。

交通利便性や安全

続

性の確保を図るため、

に

交通事業者、道
路管理

よ

者等関係団体との協議

る

・調整を行い、交通バ

成

リア
フリー化を推進し

果

ていく必要があると考

向

えます。

上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

駅構内や駅を中心とし

出

た周辺道路等に対して

総

バリアフリ
●□ ーを望

合

む声は多く、各事業者

評

が重点的かつ一体的に

価

推進

■ するよう調整す

市

る必要があります。 ○

民

□
■ 交通バリアフリー

ニ

基本構想に基づき各事

ー

業者が整備を進
●□ め

ズ

ています。

□ ○
□
■ バ

高

リアフリー基本構想に

事

定めた特定事業の完了

業

を平成22
●

□ 年とし

目

ており、効率的な推進

的

を図るため、関係する

の

事業
○

□ 者や管理者等

達

との協議や調整が必要

成

となります。
○

□
■ 市

状

民や関係する事業者等

況

の意見や提案により、

必

本市が策
●

□ 定したバ

要

リアフリー基本構想を

性

各事業者間と調整し効

市

率
○

□ よく進めます。

の

○
□

交通事業者、道路

関

管理者及び公安委員会

与

がそれぞれの実施計画

の

に基づき、事業が推進

必

できるよう調整し進行

要

管理を行う必要性が
あ

性

ります。

推進協議会の

低

開催推進協議会の開催

事

推進協議会の開催推進

そ

協議会の開催

0 0 0 0

の

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

他

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

上

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

平塚駅周辺のバリアフリー化事業の 平塚駅周辺のバリアフリー化事業の
早期実現を図るため、各事業者や市 早期実現を図るため、各事業者や市
民が参加する平塚市交通バリアフリ 民が参加する平塚市交通バリアフリ
ー特定事業等推進協議会を開催し、 ー特定事業等推進協議会を開催し、
事業の進行管理及び調整を行った。 事業の進行管理及び調整を行いまし

た。

交通事業者、道路管理者及び公安委 交通事業者、道路管理者及び公

５

安委
員会がそれぞれの

.

実施計画に基づき 員会

事

がそれぞれの実施計画

業

に基づき
、事業が推進

展

できるよう進行管理に

開

、事業が推進できるよ

の

う調整し進行
努める。

経

管理を行う必要性があ

緯

ります。

－ 現状の規模

平

で継続 現状の規模で継

成

続

交通事業者、道路管

1

理者及び公安委 交通事

8

業者、道路管理者及び

年

公安委
員会がそれぞれ

度

の実施計画に基づき 員

事

会がそれぞれの実施計

業

画に基づき
、事業が推

分

進できるよう協議、調

平

整 、事業が推進できる

成

よう協議、調整
する。

1

します。

－ 実施計画事

9

業 実施計画事業

年度事業分 平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への



1 頁

そ

とともに、地域組織の

の

立ち上げを行ったが、

他

計画策定までは至らな

　

かった。

Ｃ：十分に成

】

果をあげることができ

【

なかった

協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

駅前

種

参道修景促進事業

まち

類

づくり政策部　まちづ

ハ

くり政策課

01－08 ー0401－05000 ド0 ○ ●

05 基本目標５

ソ

　　安全で、みんなが

フ

快適に暮らせるまち
総

ト

合計画の
02 ②〈まち

根

の顔〉　活気ある魅力

拠

的な中心市街地をつく

法

る
位置付け

02 2 人

令

々が憩えるゆとりとう

等

るおいのある都市空間

対

を創造する

市民

□ □ □

象

□ 地域住民、商店会等

・

大門通りでは、八幡宮

受

に向かう歴史を活かし

益

たにぎわいある参 ゆと

者

りとうるおいのあるま

事

ちの顔づくりを進める

業

ため、市民や
道の修景

期

づくりに、市民や商店

間

会などが主体となって

委

取り組ん 地域の商店会

託

などによる平塚八幡宮

、

の歴史を活かした景観

協

形成
でいます。 を促進

働

し、にぎわいのある参

【

道づくりを目指します

委

。

計画の進捗率 ％

Ｈ1

託

9：基本方針50％　

：

　Ｈ20：計画策定5

3

0％

50 100 100

セ

－ － －

35 40

③：遅

ク

れている

地域組織を立

・

ち上げたが、地域組織

財

との協議が進まなかっ

団

た。

景観計画の策定に

企

おいて、駅前参道を含

業

む地域を景観重点区域

Ｎ

に指定しています。ま

Ｐ

た、関係課と事業の推

Ｏ

進について検討を行
う
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位

バイザーの派アドバイ

施

ザーの派参道づくりの

策

支援参道づくりの支援

へ

参道づくりの支援

方策

の

に関する支援遣 遣 及び

貢

地元との協働及び地元

献

との協働及び地元との

高

協働

によるイベントの

市

によるイベントのによ

民

るイベントの

開催 開催

満

開催

0 0 0 0 0 0 0

0

足

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

度

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

を

0 0 0 60 60 60 6

高

0

0 0 0 60 60 60

め

60

－ － －

0.00 0

る

.25 0.25 0.2

方

8 0.28 0.28 0

策

.28

0.00 0.0

業

0 0.00 0.00 0

有

.00 0.00 0.0

効

0

0 2,098 2,0

性

98 2,340 2,3

継

40 2,340 2,3

続

40

0 2,098 2,

に

098 2,400 2,

よ

400 2,400 2,

る

400

○ ● ○ ○ ○ ○ ○

成

景観計画・景観条例を

果

活用し、景観づくりに

向

対する住民意識の高揚

上

を図り、より一層の景

の

観づくりに取り組みま

可

す。

住民主体の計画づ

能

くりを支援し、駅前参

性

道の修景を促進します

低

。

地域との協議を行い

そ

、地域の意向を十分に

の

踏まえた計画
作りを進

他

めるとともに、出来る

事

ところから取組みを進

業

め
る必要があります。

の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

中心市街地の活性化と

出

合わせて、平塚市の玄

総

関口として
●□ 良好な

合

景観形成を求める声が

評

強い。策定した市景観

価

計画

■ でも景観重点区

市

域に位置づけてあり、

民

市としても取り組 ○
□

ニ

むことが必要です。

■

ー

要綱で指定しているま

ズ

ちなみ景観形成におけ

高

るモデル地
●■ 区の推

事

進を図ることができま

業

す。また、歴史を活か

目

した

□ 参道づくりによ

的

り、地域の賑わいの創

の

出を図ることが必 ○
□

達

要です。

■ 地域と調和

成

し、地域の魅力を高め

状

る景観形成を促進する

況

●
□ ため、地域住民自

必

らが主体となって行う

要

景観づくりに対
○

□ す

性

る支援し、地域のニー

市

ズに応じた適切な対応

の

が図られ
○

□ ます。

□

関

参道づくりの検討にお

与

いては、専門的知識を

の

必要とする
○

□ ことか

必

ら景観アドバイザー等

要

の意見を参考に、地元

性

商店
●

■ 会等と検討を

低

進める必要があります

事

。
○

□

地元商店会等に

そ

よる具体的な計画づく

の

りを支援し、協働のま

他

ちづくりを進めます。

上

計画づくりや推進アド
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ｂ：おおむね成果があがった Ｃ：十分に成果をあげることができ
なかった

－ ③：遅れている ③：遅れている

景観計画の策定と合わせて、駅前参 景観計画の策定において、駅前参道
道に係る景観づくりの方向性を検討 を含む地域を景観重点区域に指定し
。また、庁内各課と連携した事業の ています。また、関係課と事業の推
推進方策について庁内調整を行った 進について検討を行うとともに、地
。 域組織の立ち上げを行ったが、計画

策定までは至らなかった。

必要性、有効性、妥当性、効率性の 地元商店

５

会等による具体的な計

.

画づ
総合評価は高い。

事

今後、新たな景観 くり

業

を支援し、協働のまち

展

づくりを
計画における

開

景観重点区域のアクシ

の

進めます。
ョンプラン

経

の検討・実施と合わせ

緯

て
、地域住民等による

平

具体的な計画づ
くりを

成

支援し、より効果的な

1

事業の
推進に取り組む

8

。

－ 現状の規模で継続

年

拡大して継続

県等の支

度

援制度の活用も検討し

事

なが 住民主体の計画づ

業

くりを支援し、駅
ら、

分

住民主体の計画づくり

平

やアクシ 前参道の修景

成

を促進します。
ョンプ

1

ランの実践を支援し、

9

駅前参
道の景観形成を

年

促進する。

－ 実施計画

度

事業 実施計画事業

事業分 平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への
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その他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

北口

種

駅前広場バリアフリー

類

化事業

まちづくり事業

ハ

部　まちづくり事業課

ー01－080406－ ド020000 ● ○

05

ソ

基本目標５　　安全で

フ

、みんなが快適に暮ら

ト

せるまち
総合計画の

0

根

2 ②〈まちの顔〉　活

拠

気ある魅力的な中心市

法

街地をつくる
位置付け

令

02 2 人々が憩える

等

ゆとりとうるおいのあ

対

る都市空間を創造する

象

高齢者、障害者等の移

・

動等の円滑化の促進に

受

関する法律

市民、来街益 者 平成１９年度 ～ 者 平成２１年度

□ □ □ □

事

平塚駅北口を利用する

業

市民、来街者が安全・

期

快適に駅北口及び 中心

間

市街地の活性化のため

委

、北口駅前広場をバリ

託

アフリー化し
駅前広場

、

を利用できるようにな

協

っています。 ます。

バ

働

リアフリー化進捗率 ％

【

H19：実施設計5％

委

、H20：整備完成：

託

95％

5 100 100

：

4 54

③：遅れている

3

バス事業者、タクシー

セ

事業者との調整に時間

ク

を要したため。

ＪＲ、

・

交通事業者、警察等と

財

協議を行い、配置計画

団

を作成し、工事に着手

企

しました。

Ｃ：十分に

業

成果をあげることがで

Ｎ

きなかった

ＰＯ
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位

、地下道の状況を踏ま

施

えた有効利用が課題と

策

なります。

実施設計 改

へ

修工事 改修工事

良好な

の

駅前広場環

境

0 5,2

貢

00 6,200 87,

献

000 0 0 0

0 0 0 0

高

0 0 0

0 0 56,00

市

0 54,000 0 0 0

民

0 0 1,493 0 0 0

満

0

0 1,625 67,

足

171 91,960 0

度

0 0

0 6,825 13

を

0,864 232,9

高

60 0 0 0

－ － －

0.

め

00 0.75 0.75

る

1.10 0.00 0.

方

00 0.00

0.00

策

0.00 0.00 0.

業

00 0.00 0.00

有

0.00

0 6,294

効

6,294 9,192

性

0 0 0

0 13,119

継

137,158 242

続

,152 0 0 0

○ ○ ○

に

○ ○ ● ○

平成21年度

よ

までには北口駅前広場

る

バリアフリー化の整備

成

が終了することから、

果

本事業は終了します。

向

北口駅前広場のバリア

上

フリー化後、次のステ

の

ップとして
、駅前広場

可

から改札までのバリア

能

フリー化をめざします

性

。また、地下道の状況

低

を踏まえた有効利用を

そ

模索します
。

の他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

北口駅前広場のバリア

出

フリー化については、

総

市民の声の
●□ ほか、

合

NPO団体から約8,

評

000名の署名をいた

価

だいており、

□ バス、

市

タクシー等に平面移動

民

で乗降できる駅前広場

ニ

への ○
□ 改善要望の必

ー

要性は高いと思われま

ズ

す。

■ 平塚市総合計画

高

第一次実施計画におけ

事

る「人々が憩える
●□

業

ゆとりとうるおいある

目

都市空間を創造する」

的

に位置づけ

□ られてお

の

り、高齢者や身体障害

達

者などの移動円滑化に

成

貢 ○
□ 献することから

状

、有効性は高いと思わ

況

れます。

■ 高齢化社会

必

の進展により、バリア

要

フリー法が施行された

性

●
□ 中で、本市におい

市

ても、交通バリアフリ

の

ー基本構想を策
○

□ 定

関

して、北口駅前広場の

与

バリアフリー化を位置

の

け、その
○

□ 整備を行

必

うもので、妥当性は高

要

いと思われます。

■ 当

性

該事業の施工に当たっ

低

ては、できるだけ夜間

事

の作業を
○

■ 避け、工

そ

期の短縮やコストの低

の

減を図ります。
●

□
○

他

□

駅前広場から改札ま

上

でのバリアフリー化や
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ｂ：おおむね成果があがった Ｃ：十分に成果をあげることができ
なかった

－ ①：予定どおり ③：遅れている

JR、交通事業者、警察等と協議を行 ＪＲ、交通事業者、警察等と協議を
い、基本的な配置計画を作成した。 行い、配置計画を作成し、工事に着

手しました。

駅前広場から改札までのバリアフリ 駅前広場から改札までのバリアフリ
ー化や、地下道の状況を踏まえた有 ー化や、地下道の状況を踏まえた有
効利用が課題となる。 効利用が課題となります。

－ 縮小して継続 終了

平成２１年度は、バリア

５

フリー化の
目的に照ら

.

して事業の評価を行い

事

、
良好な駅前環境を検

業

証する。

－ 実施計画事

展

業 －

開の経緯

平成18年度事業分 平成19年度事業分 平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への
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Ｏ

エレベータ2基設置2

そ

4％

10 50 63 76

の

100 100

10 15

他

①：予定どおり

JR東

　

日本用地買収について

】

土地交換を含めた協議

【

を行い、実施に向けて

協

基本的な方向性が出せ

働

ました。
西口跨線橋及

：

び駅西口構内のエレベ

】

ーター設置について協

目

議を行い、設置につい

的

て、覚書の締結準備を

・

進めました。

Ｃ：十分

目

に成果をあげることが

標

できなかった

事業の概要

頁

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成18年度 平成19年

１

度 平成20年度 平成2

.

1年度 平成22年度 平

事

成23年度 平成24年

業

度
目

標

実

績

指標名 単位

の

説明・算定式

成果指標

位

① 平成18年度 平成1

置

9年度 平成20年度 平

付

成21年度 平成22年

け

度 平成23年度 平成2

事

4年度
目

標

実

績

指標名

務

単位

説明・算定式

成果

事

指標② 平成18年度 平

業

成19年度 平成20年

名

度 平成21年度 平成2

事

2年度 平成23年度 平

業

成24年度
目

標

実

績

担当

進捗状況
遅

予

れている理由

平成20

算

年度の主な取組と成果

科

平成20年度
の検証結

目

果

事業評価シート (

事

平成20年度分) 頁

駅

業

（西口）周辺魅力アッ

種

プ事業

まちづくり事業

類

部　まちづくり事業課

ハ01－080406－ ー960000 ● ○

05

ド

基本目標５　　安全で

ソ

、みんなが快適に暮ら

フ

せるまち
総合計画の

0

ト

2 ②〈まちの顔〉　活

根

気ある魅力的な中心市

拠

街地をつくる
位置付け

法

02 2 人々が憩える

令

ゆとりとうるおいのあ

等

る都市空間を創造する

対 市民・来街者 平成１６象 年度 ～ 平成２３年・ 度

□ □ □ □

西口跨線橋

受

のバリアフリー化、西

益

地駐輪場整備及び駅前

者

民間複 まちの新しい顔

事

づくりとして、まちの

業

にぎわいや潤いを創出

期

す
合ビルの建設促進に

間

より、まちのにぎわい

委

を創出し、魅力アッ る

託

ため、西口跨線橋のバ

、

リアフリー（エレベー

協

タ設置）化の推
プが図

働

られています。 進や西

【

地駐輪場整備を促進し

委

ます。

ＪＲ東日本との

託

協議回数 回

－

5 5 5

5

：

15

西口跨線橋エレベ

3

ータ設置進捗率 ％

平成

セ

23年度を100％と

ク

したエレベータ設置進

・

捗率。　 H19：事

財

前協議10％、H20

団

：用地買収40％、H

企

21：
北側エレベータ

業

設置13％、H22：

Ｎ

南側エレベータ設置1

Ｐ

3％、H23：駅構内
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上

議 事前協議 用地買収、

位

設計委南北エレベータ

施

設民間複合ビル事業

託

策

、改札内設計補置、改

へ

札内エレベ者公募促進

の

助 ータ設置補助、西

地

貢

駐輪場整備促進

0 0 0

献

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

高

0

0 0 0 0 0 0 0

0 0

市

0 0 0 0 0

0 0 0 0 1

民

91,572 350,

満

000 0

0 0 0 0 19

足

1,572 350,0

度

00 0

－ － －

0.00

を

1.15 1.15 0.

高

95 0.95 0.95

め

0.95

0.00 0.

る

00 0.00 0.00

方

0.00 0.00 0.

策

00

0 9,650 9,

業

650 7,939 7,

有

939 7,939 7,

効

939

0 9,650 9

性

,650 7,939 1

継

99,511 357,

続

939 7,939

● ○

に

○ ○ ○ ○ ○

用地買収に

よ

ついて基本的な方向性

る

が出たことから、買収

成

に向け、具体の協議を

果

推進します。
エレベー

向

ター設置について平成

上

21年度に覚書を締結

の

し、平成22年度に設

可

計施工協定締結を目指

能

します。

民間複合ビル

性

事業について、スケジ

低

ュールの検討や、事業

そ

者の公募等について検

の

討を行い、効率的な手

他

法を模索します。

西口

事

地区は、本市の課題で

業

ある自転車問題を解決

の

するた
めに駐輪施設の

目

整備と跨線橋のバリア

的

フリー化を進めま
す。

､

また、魅力アップを図

対

るために民間活力を導

象

入して
賑わいの創出を

､

図っていきます。

内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善によ

頁

る効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22

項

年度 平成23年度 平成

目

24年度

決算額 決算額

分

決算額 予算額 試算額 試

析

算額 試算額

事業内容

国

の

庫支出金
財

県支出金
源

視

起債
内

その他　特財
訳

点

一般財源

事業費（A）

左

執行率（%）

内 職員（

記

人）

訳 再任用（人）

人

の

件費（B）

フルコスト

視

（A+B）

点に

４.今後の事業展

関

開（担当課としての提

す

案）
平成22年度の事

る

業の方向性

現状の規模

分

で継続 拡大して継続 縮

析

小して継続 廃止 休止 終

・

了 他事業と統合

＜判断

課

理由＞

平成22年度の

題

取組方針

課長コメント

の

■ 西口跨線橋のバリア

抽

フリー化や駐輪場整備

出

については、
●□ これ

総

までも署名を始めとし

合

た数多くの要望が寄せ

評

られて

□ おり、早期の

価

課題解消が求められて

市

いることから、必要 ○

民

□ 性は高いと思われま

ニ

す。

□ 西口跨線橋のバ

ー

リアフリー化や駐輪場

ズ

の整備によって、
●■

高

西口周辺の利便性や景

事

観の向上が図られるこ

業

とから、必

□ 要性は高

目

いと思われます。 ○
□

的

■ 再開発事業用地の有

の

効活用による課題解消

達

によって市民
●

□ ニー

成

ズにこたえ、西口周辺

状

の魅力アップを図られ

況

ること
○

□ から、妥当

必

性は高いと思われます

要

。
○

□
□ 民間活力の活

性

用が可能な部分につい

市

ては、積極的に民活
○

の

□ 手法を取り入れ、可

関

能な限り少ない財政負

与

担によって事
●

■ 業を

の

実施します。
○

□

早期

必

の西口跨線橋のバリア

要

フリー化に向けた鉄道

性

事業者との協議を継続

低

することと、民活手法

事

を取り入れるために必

そ

要な用地の
確保のため

の

の地権者協議を推進し

他

ます。

事前協議 事前協
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の展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ｃ：十分に

頁

成果をあげることができ
なかった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

ライナーホーム設置について市とし JR東日本用地買収について土地交換
ての方針を変更し、西口再開発事業 を含めた協議を行い、実施に向けて
用地の有効活用により、駐輪場整備 基本的な方向性が出せました。
や西口跨線橋のバリアフリー化を図 西口跨線橋及び駅西口構内のエレベ
り、駅周辺の魅力アップを図るため ーター設置について協議を行い、設
に、ライナーホーム設置の方針変更 置について、覚書の締結準備を進

５

め
と西口地区の土地利

.

用方針について ました

事

。
庁内調整の上、庁議

業

決定した。
また、庁議

展

決定を受けて、関係者

開

に
説明し、理解された

の

。

早期の西口跨線橋の

経

バリアフリー化 早期の

緯

西口跨線橋のバリアフ

平

リー化
に向けた鉄道事

成

業者との協議を継続 に

1

向けた鉄道事業者との

8

協議を継続
することと

年

、民活手法を取り入れ

度

る することと、民活手

事

法を取り入れる
ために

業

必要な用地の確保のた

分

めの地 ために必要な用

平

地の確保のための地
権

成

者協議を推進する。 権

1

者協議を推進します。

9

－ 現状の規模で継続 現

年

状の規模で継続

民間複

度

合ビル事業について、

事

事業者 民間複合ビル事

業

業について、スケジ
の

分

公募手続を進めたい。

平

ュールの検討や、事業

成

者の公募等に
ついて検

2

討を行い、効率的な手

0

法を
模索します。

－ 実

年

施計画事業 実施計画事

度

業

事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度へ
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